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令和４年度12月補正予算（案）の概要

令和４年度12月補正予算（案）のポイント

予算編成の方針

本格的な冬のシーズンを迎え、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザとの同時流行等のリスクが高まる中、感染第８
波など今後の感染拡大に備え、引き続き医療提供体制を確保するとともに、感染拡大時における自宅療養者のフォロー
体制の維持や検査費用の負担軽減に取り組むなど、医療や検査体制を安定的に確保

１ 新型コロナウイルス感染症への対応

物価高騰の長期化による県民の消費マインドの低下が懸念されることから、引き続き、国のマイナポイントに、県独自のポ
イントを上乗せ付与し、県内での消費を促進することにより、物価高騰の影響を受ける県内消費を下支え
なお、国の第２次補正予算の詳細が判明次第、県内の状況等を踏まえ、必要な対策にスピード感をもって対応

２ 物価高騰に伴う県内消費への影響緩和策

任期満了に伴う県議会議員選挙の執行のほか、県の試験研究機関等の機能強化や教育環境の充実など、当面措置
が必要な経費

３ 当面措置が必要な経費

1人事委員会による職員の給与等に関する報告及び勧告に基づく給与改定

４ 人事委員会勧告に基づく給与改定



① 新型コロナウイルス感染症医療提供体制確保事業費・・・・・・・・・・・・50億3,772万円
重点医療機関等における感染者の病床確保に係る協力金や、入院管理が必要な感染者の
受入れに係る後方支援協力金等の支給

② 新型コロナウイルス感染症対応医療機関体制強化事業費・・・・・・・・・ 5億6,037万円
感染者の診療・看護及び感染確認検査のための検体採取業務等を行う医療従事者等に
対する応援手当金の支給

○支給基準額 日額3千円/人（従事者）
日額4千円/人（感染者等の身体に直接接触する者、又は長時間にわたり接する者）

③ 新型コロナウイルス検査体制強化事業費
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4億9,928万円
診療・検査医療機関での抗原検査等に係る自己負担分への支援

④ 新型コロナウイルス感染症保健所体制強化事業費
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億3,715万円
かかりつけ医等が行うオンライン等による自宅療養者への健康観察など
健康管理体制の確保

拡

126億5,116千円
令和４年度12月補正予算（案）の主要な事業

１ 新型コロナウイルス感染症への対応 84億 134万円

医療・検査体制の安定的確保
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拡

拡

かつてない規模で拡大した「感染第７波」への対処実績を生かしつつ、「感染第８波」など今後の感染の
再拡大に備え、医療・検査体制を安定的に確保



令和４年度12月補正予算（案）の主要な事業

２ 物価高騰に伴う県内消費への影響緩和策 10億4,092万円

① マイナンバーカード取得・利用促進事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10億4,092万円
国のマイナポイント付与対象となるマイナンバーカードの申請期限の延長を受け、
引き続き、県独自のポイントを上乗せ付与することにより、県内消費を下支え

拡

県における今後の対応

○ 国の総合経済対策の裏付けとなる第２次補正予算の

詳細が判明次第、県内の状況等を踏まえ、スピード感を

もって対応

○ 防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策等

へも速やかに対応

国の総合経済対策への対応

Ⅰ 物価高騰・賃上げへの取組

Ⅱ 円安を活かした地域の「稼ぐ力」の回復・強化

Ⅲ 「新しい資本主義」の加速

Ⅳ 防災・減災など、国民の安全・安心の確保

国の総合経済対策の４本柱

（財政支出）39兆円

県内消費の下支え

10月28日
閣議決定
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126億5,116千円
令和４年度12月補正予算（案）の主要な事業

３ 当面措置が必要な経費 12億8,572万円

① 県議会議員選挙費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9億1,180万円
任期満了（Ｒ5.4.29）に伴う県議会議員選挙の経費
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② 県試験研究機関等の機能強化に向けた設備・機器の整備 ・・・・・・・・・・・ 4,607万円

整備箇所：産業技術専門校、産業技術研究所、食品産業技術センター、窯業技術センター、
農林水産研究所、畜産研究センター

③ 特別支援学校の教育環境の充実に向けた機器の整備 ・・・・・・・・・・・・・・・1,369万円

整備箇所：宇和特別支援学校



（１） 一般職 13億8,295万円（ 一般会計 11億7,118万円、企業会計 2億1,177万円 ）

（２） 特別職 323万円 （ 一般会計 317万円、企業会計 6万円 ）

区 分 職 員 数 予 算 額

一 般 会 計 2万1,453人 11億7,118万円

一 般 職 員 4,233人 2億4,478万円

警 察 職 員 2,882人 1億8,326万円

学 校 職 員 1万1,652人 6億9,973万円

会計年度任用職員 2,686人 4,341万円

企 業 会 計 2,838人 2億1,177万円

一 般 職 員 2,111人 1億8,606万円

会計年度任用職員 727人 2,571万円

合 計 2万4,291人 13億8,295万円

令和４年度12月補正予算（案）の主要な事業

４ 人事委員会勧告に基づく給与改定 13億8,618万円

【 給与改定の概要 】（人事委員会勧告どおり）

＜一 般 職＞

１ 給与改定率 0.28％

２ 期末・勤勉手当の年間支給割合の変更

○ 一般職員 期末手当 2.40月分（据置き） 勤勉手当 2.00月分（0.10月分増）

○ 再任用職員 期末手当 1.35月分（据置き） 勤勉手当 0.95月分（0.05月分増）

○ 会計年度任用職員 期末手当 2.55月分（0.05月分増）

＜特 別 職＞ 期末手当 3.30月分（0.05月分増）

＜実施時期＞ ４年４月１日（期末・勤勉手当 ４年12月１日） 5



令和４年度12月補正予算（案）の概要

令和４年度12月補正予算（案）の規模
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12月補正予算の推移（一般会計）

その他 給与改定 災害関係 新型コロナ対策 12月現計

R元 R２ R３ R４(12月現計) 累 計

５億円 1,074億円 1,014億円 1,000億円 3,093億円

新型コロナ予算累計

12月補正予算の規模

（億円）（億円）
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12月現計

12月補正

12月現計12月補正

会 計 12月補正予算額 12月現計予算額 対前年度比

一般会計 119億 233万円 7,493億6,584万円 101.14％

企業会計(３会計) 2億1,183万円 713億6,919万円 101.17％

西日本豪雨
災害対応



議会費
億282万円

総務費
22億1,844万円

民生費
3億1,416万円

衛生費
84億0,134万円

労働費
億754万円

農林水産業費
億2,296万円

商工費
億1,556万円

警察費
1億8,543万円

教育費
7億3,408万円

国庫支出金
97億1,746万円

繰入金
20億8,354万円

繰越金
1億0,125万円

財産収入
億8万円

議会費 給与改定経費

総務費
マイナンバーカード取得・利用促進事業費
県議会議員選挙費、給与改定経費

民生費 安心こども基金積立金

衛生費
新型コロナ医療提供体制確保事業費
新型コロナ保健所体制強化事業費 など

労働費 産業技術専門校機器整備事業費

農林水産業費 畜産研究センター施設機器整備事業費 など

商工費 産業技術研究所試験研究機器整備事業費

警察費 給与改定経費

教育費 給与改定経費、特別支援学校教育設備整備事業費

12月補正額
119億233万円

令和４年度12月補正予算（案）の概要

令和４年度12月補正予算（案）の内訳
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国庫支出金
新型コロナ緊急包括支援交付金
新型コロナ地方創生臨時交付金 など

繰入金 財政基盤強化積立金繰入金

繰越金 決算剰余金

財産収入 安心こども基金利子

一般会計 歳入内訳 一般会計 歳出内訳

12月補正額
119億233万円

12月補正予算の内訳

282万円

84億134万円

1億125万円

1,556万円

2,296万円

754万円

8万円


